
コード 54120

講時 単位数 4

履修に
当たっての
注意・助言

児童教育コース・中等コースを選ぶ学生はできるかぎりとること。

講義計画

第１回　ガイダンス
第２回　言葉の働き（１）①親和　②伝達　③表出　④思考　⑤行動制御
第３回　言葉の働き（２）人間の言葉の特徴　　超時空・構文・意味と指示　
第４回　言葉の働き（３）　　　〃　　　　　　カテゴリー化　
第５回　言葉の働き（４）　　　〃　　　　　　名前と認識
第６回　まとめ
第７回　言葉のいろいろ（１）　手話・指文字・点字・絵文字など
第８回　言葉のいろいろ（２）　　　　　〃
第９回　言葉のいろいろ（３）　　　　　〃
第10回　手話について（外部講師）
第11回　まとめ
第12回　国家と言語（１）　国家の発生と共通語の策定
第13回　国家と言語（２）　アイヌ語・琉球語について
第14回　国家と言語（３）　多言語国家はなぜ発生するか
第15回　まとめ（レポートの書き方ほか）
第16回　日本語の音（１）言語音とは。
第17回　　　〃　　（２）発音のしくみ
第18回　聴覚障害児への発音指導の実際（外部講師）
第19回　音節・音韻
第19回　日本語の音（３）頭音法則　１　　
第20回　　　〃　　（４）　〃　　　２
第21回　　　〃　　（５）　〃　　　３
第22回　まとめ　
第23回　日本語の語彙（１）語種　
第24回　　　〃　　　（２）外来語について
第25回　　　〃　　　（３）漢字音
第26回　　　〃　　　（４）同音異義語
第27回　　　〃　　　（５）多義語
第28回　　　〃　　　（６）意味変化
第29回　　　〃　　　（７）語構成
第30回　まとめ　　　　

テキスト 特に指定しない。

参考書 講義時に紹介する。

目的と概要 「ことば」に対する認識を深め、国語科で「ことば」について教授するために必要な基礎知識を習得する。

成績評価法 講義時に課すレポートや課題への取り組み定期試験の結果で評価する。

開期 通年 金曜日4限

授業テーマ （１）言葉と人間／言語権　（２）日本語の音・語彙などの諸特徴を学習する。

科目名 日本語学概論

担当教員 大槻　美智子

配当 教福1
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